
□一般会計 総額

1 899,277 899,277

2 2,827,700 2,827,700

1 8,600

2 1,210,400

3 156,400

4 437,300

5 834,400

6 849,200

7 239,700

1

(農政課) 繰越額 27,000

平成３０年度３月補正予算（№３）の概要

　国の平成３０年度補正予算による国庫補助金を活用したブロック塀等の実
態調査及び学校教育施設の整備等に要する経費について補正予算を計上する
とともに、繰越明許費の設定を行うもの

３，７３６，０００千円
（以下単位は全て千円）

補正後
補正額の財源内訳

特定財源 一般財源
補正額補正前

国庫支出金 国庫補助金

　耐震改修促進法施行令の改正により耐震診断が義務
付けられたブロック塀等の実態調査を実施するもの
　○調査対象
　　　緊急輸送道路（特に重要な路線）の沿道におい
　　て、昭和５６年以前の基準で設置された一定規模
　　以上のブロック塀等

既存建築物等総合防災対策事業
（建築・住まい政策課）

＊繰越明許費の設定

　校舎の維持・保全と機能向上を図るため、校舎改造
工事を実施するもの　３校

中学校校舎等整備事業
（学校施設課）

　学校教育施設の維持・保全と機能向上を図るため、
トイレ改造工事等を実施するもの
　○トイレ改造工事：４校
　○受水槽改修工事：４校

　学校教育施設の維持・保全と機能向上を図るため、
トイレ改造工事等を実施するもの
　○トイレ改造工事：６校
　○耐震補強工事　：１校
　○受水槽改修工事：８校

　校舎の維持・保全と機能向上を図るため、校舎改造
工事を実施するもの　２校

小学校校舎改造事業
（学校施設課）

小学校校舎等整備事業
（学校施設課）

中学校校舎改造事業
（学校施設課）

小学校屋内運動場改修事業
（学校施設課）

　屋内運動場の維持・保全と機能向上を図るため、屋
内運動場改修工事を実施するもの　１校

298,343,000 302,079,000 3,726,977 9,023

主　な　内　容＊歳入予算の主なもの

3,736,000

　屋内運動場の維持・保全と機能向上を図るため、屋
内運動場改修工事を実施するもの　４校

農業後継者・担い手確保対策事業 　特定財源である県補助金の繰越明許費設定に伴い、
本市予算も繰越明許費を設定するもの

学校教育施設等整備事業債市債

＊歳出予算（全て繰越明許費設定） 主　な　内　容

中学校屋内運動場改修事業
（学校施設課）


